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▼
条
例
の
一
部
改
正�

可
決

国
民
健
康
保
険
条
例
の

改
正

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
感
染
し
、
又
は
感
染

が
疑
わ
れ
る
場
合
で
、
仕
事

を
欠
勤
し
た
こ
と
に
よ
り
給

与
等
が
減
額
さ
れ
た
被
保
険

者
に
対
す
る
傷
病
手
当
金
の

支
給
に
つ
い
て
の
所
要
の
改

正
。

令和２年
第２回
定例会
会期

６月４日～９日
　
令
和
２
年
第
２
回
定
例
会
が
６
月
４
日
か
ら
９
日
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
に
は
、
条
例
改
正
・
補
正
予
算
な
ど
議
案
８
件
、
意
見
書
案
１
件
が
上
程
さ

れ
ま
し
た
。

　
８
日
の
一
般
質
問
で
は
、
議
員
４
名
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
今
後
の

観
光
振
興
・
経
済
対
策
・
教
育
対
策
に
つ
い
て
、
防
災
行
政
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
つ
い

て
、
小
中
学
校
の
い
じ
め
対
策
な
ど
に
つ
い
て
町
政
へ
問
い
ま
し
た
。（
質
問
内
容
は
４

～
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

　
最
終
日
に
は
、
議
会
改
革
特
別
委
員
会
設
置
に
関
す
る
決
議
が
上
程
さ
れ
、
本
会
議
に

お
い
て
審
議
の
結
果
、
全
会
一
致
に
よ
り
全
て
の
議
案
が
原
案
ど
お
り
議
決
さ
れ
ま
し

た
。
主
な
議
案
等
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

支援策等条例・予算案を審議
新型コロナウイルス感染症拡大に伴う

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

改
正

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
収
入

が
減
少
し
た
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
世
帯
に
対
す
る
保

険
税
の
減
免
措
置
に
つ
い
て

の
所
要
の
改
正
。

介
護
保
険
条
例
の
改
正

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
収
入

が
減
少
し
た
こ
と
等
に
よ
る

介
護
保
険
の
第
１
号
被
保
険

者
の
保
険
料
減
免
措
置
に
つ

い
て
の
所
要
の
改
正
。

▼
令
和
２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算�

可
決

　

一
般
会
計
予
算
は
、
歳

入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
２

７
５
万
７
０
０
０
円
増
額
し
、

補
正
後
の
予
算
総
額
は
99
億

６
１
１
１
万
８
０
０
０
円
と

な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
補
正
予
算
】

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金

�
８
９
７
７
万
５
０
０
０
円

・�
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
域
経
済
対
策

事
業
費
補
助
金

�

１
５
０
０
万
円

【
主
な
歳
出
補
正
予
算
】

・
地
域
経
済
臨
時
対
策
費

�

６
１
６
２
万
２
０
０
０
円

・
感
染
拡
大
防
止
対
策
費

�

１
３
２
４
万
３
０
０
０
円

・
新
生
児
特
別
定
額
給
付
金

　

給
付
事
業
費

�

２
０
０
万
円

・
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
整
備
費

�

１
３
０
０
万
９
０
０
０
円

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結

�

可
決

【
工
事
名
】

　

赤
沢
橋
橋
梁
補
修
工
事

【
概
要
】

　

�

令
和
３
年
２
月
28
日
ま
で

を
工
期
と
す
る
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の

【
仮
契
約
日
】

�

令
和
２
年
５
月
26
日

【
契
約
業
者
】

�

株
式
会
社
ス
ト
ヨ
ネ

【
契
約
金
額
】

�

６
０
５
０
万
円

▼
意
見
書
案
第
１
号

最
低
賃
金
の
地
域
間
格
差

を
解
消
す
る
全
国
一
律
最

低
賃
金
制
度
の
実
現
と
中

小
企
業
支
援
の
拡
充
を
求

め
る
意
見
書�

可
決

【
内
容
】
青
森
県
と
東
京
都

と
の
最
低
賃
金
の
地
域
間
格

差
は
、
時
間
額
で
２
２
３
円

ま
で
広
が
っ
て
お
り
、
こ
の

格
差
が
若
手
労
働
者
の
流
出

を
招
き
、
高
齢
化
と
地
域
経

済
を
疲
弊
さ
せ
る
要
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。
地
域
経
済
を

活
性
化
さ
せ
る
う
え
で
、
地

域
間
格
差
の
是
正
と
最
低
賃

金
の
大
幅
な
引
き
上
げ
が
必

要
で
あ
り
、
中
小
企
業
へ
の

経
営
支
援
を
拡
充
さ
せ
る
こ

と
で
、
最
低
賃
金
引
き
上
げ

の
全
体
的
な
合
意
が
形
成
さ

れ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

・�

生
計
費
原
則
に
基
づ
き
、

地
域
別
最
低
賃
金
を
大
幅

に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

・�

最
低
賃
金
法
を
「
全
国
一

律
最
低
賃
金
制
度
」
に
改

め
る
た
め
の
施
策
を
進
め

る
こ
と
。

・�

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を

円
滑
に
す
る
た
め
、
中
小

企
業
へ
の
支
援
策
を
拡
充

す
る
こ
と
。

な
ど
を
求
め
る
も
の
。

【
提
出
先
】
内
閣
総
理
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣
、
中
央
最
低

賃
金
審
議
会
会
長
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議会改革特別委員会を再度設置
議会基本条例案を検討

　
本
定
例
会
最
終
日
の
６
月
９
日
、
議
員
発
議
と
し
て
議
会
改
革
特
別
委
員
会
設
置
に
関

す
る
決
議
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
同
委
員
会
が
再
度
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
委
員
会
で
は
議
会
基
本
条
例
素
案
を
基
に
検
討
を
重
ね
、
議
会
基
本
条
例
の
制

定
を
目
指
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
第
２
回
定
例
会

に
お
い
て
議
会
改
革
特
別
委

員
会
は
組
織
、
令
和
２
年
第

１
回
定
例
会
で
最
終
報
告
が

さ
れ
、
改
選
前
の
議
員
総
意

で
決
定
さ
れ
た
議
会
基
本
条

例
素
案
を
基
に
、
改
選
後
の

議
員
か
ら
の
意
見
も
踏
ま
え
、

今
後
、
検
討
課
題
を
話
合
い

議
会
基
本
条
例
の
制
定
を
目

指
す
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
定
例
会
で
は
、
前
議
会

改
革
特
別
委
員
会
委
員
長
の

菊
谷
忠
光
議
員
が
、
改
選
後

の
全
議
員
の
賛
成
を
得
て
、

議
会
改
革
に
関
す
る
調
査
・

検
討
を
目
的
と
し
議
会
改
革

特
別
委
員
会
設
置
に
関
す
る

決
議
案
を
提
出
。

　

今
後
、
議
会
基
本
条
例
の

制
定
に
関
す
る
こ
と
、
そ
の

他
議
会
改
革
に
関
す
る
こ
と

を
付
託
案
件
と
し
、
議
会
閉

会
中
も
継
続
調
査
・
検
討
す

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

議会改革特別委員会委員（定数６名）

　　　　　　◎委 員 長　　菊谷　忠光　　　○副委員長　　東條　一彦

　　　　　　　委　　員　　佐藤　昭司　　　　委　　員　　渋谷　悦男

　　　　　　　委　　員　　今　　勝義　　　　委　　員　　新保　勝敏

オブザーバー　議　　長　　神　　　孝

　議会日程は、議会運営委員会において正式に決
定されます。
　開催日程、一般質問の議員氏名、質問事項につ
いては町防災無線、町ホームページでお知らせし
ます。詳しくは、議会事務局へお問い合わせくだ
さい。

第３回定例会の予定
▼
９
月
４
日
（
金
）

　
　

開
会
予
定
で
す

《
開
会
後
の
日
程
は

�

次
の
と
お
り
で
す
》

▽
９
月
８
日
（
火
）

　
　

一
般
質
問

▽
９
月
９
日
（
水
）

　
　

総
括
質
疑

　
　

各
常
任
委
員
会

　
　

決
算
特
別
委
員
会

▽
９
月
10
日
（
木
）

　
　

討
論
、
採
決
、
閉
会第162号のお詫びと訂正

　議会広報あじがさわ第162号（令和２年５月28日
発行）11ページ下段に掲載の　◆防災無線の新規
購入について誤りがありました。お詫びして訂正
いたします。【誤】平成２年度→【正】令和２年度

傍聴を希望される方はマスクの着用をお願いします。

提案理由を説明する菊谷忠光議員

７月15日開かれた第２回議会改革特別委員会

（ 3 ）
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こ
れ
か
ら
の
観
光
の
振
興
を
ど
の
よ
う
に

 

答
〈
町
独
自
の
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
〉

一
般
質
問
　

６
月
定
例
会
で
は
、
４
名
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
で
は
町
の
行
財
政
全
般

に
関
し
、
町
長
の
考
え
や
町
の
施
政
方
針
を
問
い
ま
す
。

施
政
方
針
に
あ
る

観
光
の
振
興
を
今

後
ど
の
よ
う
に

問
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
に
伴
い
、
施

政
方
針
に
あ
る
「
観
光
の
振

興
」
を
今
後
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
、
お
答
え
願

い
ま
す
。

答
弁
・
千
島
政
策
推
進
課
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
町
へ
の
旅
行
者

が
激
減
し
て
い
る
こ
と
は
周

知
の
と
お
り
で
す
。
国
の
緊

急
事
態
宣
言
を
受
け
、
関
東

関
西
な
ど
県
外
か
ら
の
、
県

を
ま
た
い
だ
往
来
の
自
粛
要

請
に
よ
り
、
宿
泊
施
設
へ
の

影
響
は
特
に
重
大
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
今
年
度
、
歴
史
文

化
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
白
神
山

地
の
恵
み
を
生
か
し
た
事
業

を
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
い
く
つ
か
の
事

業
は
見
直
し
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
お
り
、
今
後
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
大
打

撃
か
ら
の
観
光
の
復
興
を
ど

の
よ
う
な
道
筋
で
実
現
し
て

い
く
か
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
収

束
状
況
を
見
極
め
、
事
業
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

ま
ず
宿
泊
を
伴
う
観
光
誘

客
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
や

県
で
も
支
援
策
を
打
ち
出
し

て
い
ま
す
が
、
県
事
業
で
は

青
森
県
民
が
宿
泊
す
る
県
内

ホ
テ
ル
な
ど
の
宿
泊
プ
ラ
ン

企
画
に
対
す
る
支
援
策
、
ま

た
国
の
事
業
と
し
て
は
全
国

的
な
観
光
ク
ー
ポ
ン
付
与
事

業
な
ど
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
終
息
に
連
動
し
て
観

光
の
往
来
も
広
が
っ
て
い
く

も
の
と
捉
え
、
国
県
事
業
の

動
向
に
合
わ
せ
、
町
独
自
の

旅
行
者
向
け
ク
ー
ポ
ン
発
行

事
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
宣
伝
広
告
に
つ
い

て
も
、
東
北
地
域
、
関
東
関

西
圏
へ
と
時
期
を
見
極
め
展

開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
、
宣
伝
Ｐ
Ｒ
の
一
環
と

し
て
、
関
西
圏
な
ど
へ
の

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
や
鰺
ヶ
沢

の
食
を
Ｐ
Ｒ
す
る
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
も
計
画
し
て
い

ま
す
。

問
・
食
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
延

期
と
な
っ
て
い
る
が
、
開
催

で
き
る
の
か
。

答
弁
・
千
島
政
策
推
進
課
長

　

５
月
に
予
定
し
て
い
た

「
ヒ
ラ
メ
フ
ェ
ス
」と
７
月
に

予
定
し
て
い
た
「
肉
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
つ
き
ま
し

て
は
延
期
と
決
め
、
年
度
内

の
適
切
な
時
に
開
催
す
る
計

画
で
あ
り
、
11
月
に
予
定
し

て
い
る
「
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ

ス
」
は
、
11
月
１
日
に
開
催

す
る
予
定
で
す
。

　

い
ず
れ
も
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る

配
慮
は
、
開
催
時
期
は
も
ち

ろ
ん
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
の
感

染
防
止
対
策
に
つ
い
て
も
十

分
な
配
慮
を
も
っ
て
開
催
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

意
見
・
観
光
事
業
を
回
復
さ

せ
る
に
は
、
町
に
人
を
呼
ぶ

た
め
、
町
の
魅
力
を
も
っ
と

広
く
発
信
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
町
の
宣

伝
を
も
っ
と
効
果
的
に
行
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

※
菊
谷
議
員
は
、
こ
の
ほ
か

に
も
次
の
よ
う
な
質
問
を
し

て
い
ま
す
。

◆
失
業
者
に
対
す
る
雇
用
対

策
に
つ
い
て

問
町
と
し
て
、
職
を
失
っ
た

人
へ
の
新
た
な
支
援
措
置
や

相
談
窓
口
の
設
置
な
ど
は
考

え
て
い
る
か
。

答
町
で
は
、
青
森
労
働
局
と

の
雇
用
対
策
協
定
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
失
業
者
の
相
談
窓

口
を
含
め
た
支
援
は
、
町
中

央
公
民
館
に
設
置
し
て
い
る
、

地
域
職
業
相
談
室
の
事
業
を

活
用
す
る
よ
う
誘
導
し
繋
げ

る
措
置
を
取
り
た
い
。

◆
農
業
従
事
者
へ
の
救
済
策

に
つ
い
て

問
出
荷
予
定
の
農
産
物
販
路

に
影
響
は
出
て
い
な
い
か
。

現
状
と
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
販
路
が
絶
た
れ
る
と
い
っ

た
事
態
に
は
至
っ
て
お
ら

ず
、
農
業
生
産
も
従
前
と
変

わ
ら
ず
継
続
で
き
て
い
る
。

　

今
後
の
経
済
情
勢
や
消
費

動
向
、
流
通
体
系
の
構
造
変

化
等
に
よ
っ
て
は
、
販
路
が

絶
た
れ
る
こ
と
も
決
し
て
否

定
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
広

く
関
係
生
産
者
を
ケ
ア
で
き

る
方
策
を
検
討
す
る
。

◆
学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い

て問
小
中
学
校
の
休
校
措
置
に

よ
る
、
学
習
の
遅
れ
へ
の
不

安
が
広
が
っ
て
い
る
。
ど
う

対
策
を
講
ず
る
の
か
。

答
今
後
、
夏
休
み
、
冬
休
み

の
長
期
休
業
中
に
出
校
日
を

設
け
、
臨
時
休
業
に
よ
っ
て

生
じ
た
学
習
の
遅
れ
を
取
り

戻
す
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

菊谷　忠光議員

食のイベント会場となる海の駅わんど
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新
生
児
特
別
定
額
給
付
金
の
期
間
延
長
を

 

答
〈
来
年
度
事
業
の
中
で
検
討
し
て
い
く
〉

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策

に
係
る
今
後
の
経

済
対
策
は

問
・
町
で
は
、
地
域
経
済
の

落
ち
込
み
を
少
し
で
も
防
ぐ

た
め
、
補
正
予
算
な
ど
に
よ

り
、
支
援
策
を
講
じ
て
い
ま

す
。

　

今
後
の
経
済
対
策
に
つ
い

て
の
考
え
を
、
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

答
弁
・
千
島
政
策
推
進
課
長

　

飲
食
業
を
中
心
に
深
刻
な

影
響
が
出
て
い
る
た
め
、
町

内
飲
食
店
な
ど
で
使
え
る
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
飲
食
券
を
販

売
す
る
計
画
を
し
て
お
り
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
、
町
内
の

飲
食
店
を
応
援
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

更
に
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
の
発
行
に
つ
き
ま
し
て

も
、
こ
の
度
の
補
正
予
算
に

提
案
し
て
い
ま
す
が
、
当
初

計
画
よ
り
も
拡
大
し
た
事
業

と
す
る
計
画
と
し
て
お
り
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
町
内
店

舗
で
の
消
費
を
増
や
し
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
町
民
み

ん
な
で
取
り
組
ん
で
い
く
よ

う
喚
起
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
・
今
後
更
な
る
支
援
策
の

一
環
と
し
て
、
町
内
で
自
由

に
使
え
る
商
品
券
の
世
帯
へ

の
配
布
や
大
学
生
や
短
大
・

専
門
学
生
に
対
す
る
修
学
継

続
支
援
金
な
ど
の
制
度
を
検

討
し
て
ほ
し
い
と
思
う
が
、

町
長
の
考
え
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

答
弁
・
平
田
町
長

　

町
と
し
て
は
、
今
で
き
る

限
り
の
支
援
策
と
い
う
か
た

ち
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
、
商
品
券
の
世

帯
へ
の
配
布
や
、
学
生
へ
の

支
援
に
つ
き
ま
し
て
も
、
国

の
２
次
補
正
予
算
の
動
向
を

し
っ
か
り
注
視
し
な
が
ら
、

町
と
し
て
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
で
き
る
か
ぎ
り
対
応
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問
・
今
回
の
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
た
新
生
児
特
別
定
額

給
付
金
事
業
、
国
の
特
別
定

額
給
付
金
の
対
象
と
な
ら
な

い
令
和
２
年
４
月
28
日
か
ら

来
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
る
新
生
児
に
対
し
て
の
10

万
円
の
給
付
で
す
が
、
来
年

度
も
新
生
児
へ
の
給
付
を
継

続
す
る
な
ど
、
支
給
期
間
の

延
長
を
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
が
、
町
長
の
考

え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
弁
・
平
田
町
長

　

特
に
、
子
育
て
に
関
し
ま

し
て
は
、
手
厚
く
支
援
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今

後
、
来
年
度
事
業
と
し
て
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

意
見
・
ぜ
ひ
検
討
し
て
、
い

い
答
え
を
出
し
て
く
だ
さ
る

よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

問
・
農
業
生
産
現
場
で
は
、

人
手
不
足
で
悩
む
農
家
が
い

て
、
一
方
、
休
職
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
町
民
が
い
ま
す
。

　

両
者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ

る
事
業
を
、
町
が
中
心
と

な
っ
て
検
討
し
て
も
ら
え
な

い
も
の
か
。

答
弁
・
田
村
農
林
水
産
課
長

　

事
業
を
検
討
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
一
定
の
経
営
規

模
を
持
っ
た
農
家
の
方
々
の

ニ
ー
ズ
を
探
る
こ
と
や
、
休

職
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

方
々
が
潜
在
的
に
ど
れ
く
ら

い
い
る
の
か
な
ど
の
把
握
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
農
業
生

産
者
が
求
め
る
労
働
力
と
し

て
維
持
継
続
で
き
る
の
か
な

ど
、
問
題
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
事
業
全
体
の
制
度

設
計
や
実
現
の
可
否
に
関
し

て
、
慎
重
に
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

意
見
・
難
し
い
問
題
だ
と
思

い
ま
す
が
、
実
現
に
向
け
ぜ

ひ
検
討
し
て
く
だ
さ
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

※
佐
藤
議
員
は
、
こ
の
ほ
か

に
も
次
の
よ
う
な
質
問
を
し

て
い
ま
す
。

◆
学
習
の
遅
れ
と
学
校
行
事

の
縮
小
に
つ
い
て

問
学
習
の
遅
れ
を
取
り
戻
す

た
め
、
授
業
時
間
の
確
保
は

大
前
提
と
な
り
ま
す
が
、
修

学
旅
行
な
ど
の
行
事
は
、
状

況
に
も
よ
り
ま
す
が
ぜ
ひ
実

施
し
て
ほ
し
い
と
思
う
が
、

考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

答
今
は
状
況
を
確
認
し
て
い

る
段
階
で
す
が
、
中
止
で
は

な
く
期
日
を
変
更
し
、
実
施

す
る
方
向
で
考
え
て
い
る
。

佐藤　薫議員

完売したプレミアム付き飲食券のポスター

臨時交付金を活用し行っている新生児特別定額給付金
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防
災
無
線
の
更
新
で
何
が
変
わ
る
の
か

 

答
〈
デ
ー
タ
通
信
機
能
が
強
化
さ
れ
る
〉

防
災
無
線
の
更
新

に
よ
り
、
現
在
と

変
わ
る
部
分
は

問
・
現
在
町
で
は
、
防
災
無

線
の
更
新
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
更
新
の

内
容
と
、
更
新
に
よ
っ
て
現

在
と
変
わ
る
部
分
を
お
知
ら

せ
願
い
ま
す
。

答
弁
・
工
藤
総
務
課
長

　

更
新
内
容
に
つ
い
て
は
、

役
場
に
設
置
す
る
親
局
設
備

一
式
、
消
防
に
設
置
す
る
遠

隔
制
御
局
設
備
一
式
、
中
継

局
設
備
一
式
、
屋
外
拡
声
子

局
設
備
、
戸
別
受
信
機
を
整

備
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

　

屋
外
拡
声
子
局
は
、
現
在

設
置
し
て
い
る
24
基
全
て
支

柱
等
を
替
え
新
設
し
、
孤
立

集
落
の
可
能
性
の
あ
る
、
大

然
、
小
森
、
深
谷
、
黒
森
、

除
木
、
長
間
瀬
地
区
に
は
６

基
を
追
加
設
置
し
、
通
信
装

置
も
備
え
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　

更
新
に
よ
り
現
在
と
変
わ

る
部
分
に
つ
い
て
は
、
戸
別

受
信
機
に
録
音
機
能
が
つ
い

て
お
り
、
聞
き
逃
し
た
放
送

を
再
度
聞
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
。
緊
急
時

に
は
、
モ
バ
イ
ル
型
の
操
作

卓
を
持
ち
出
し
て
、
情
報
収

集
し
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
気

象
情
報
や
河
川
情
報
を
１
つ

の
画
面
に
同
時
に
表
示
で
き

る
こ
と
。
緊
急
速
報
メ
ー
ル

に
緊
急
情
報
を
一
括
送
信
で

き
る
機
能
な
ど
も
あ
り
、
職

員
の
作
業
負
担
軽
減
も
図
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
放
送
エ
リ
ア
の
選

択
が
可
能
と
な
る
た
め
、
屋

外
拡
声
子
局
及
び
戸
別
受
信

機
の
地
域
別
、
受
信
機
別
に

限
定
し
た
放
送
も
可
能
と
な

る
予
定
で
す
。

問
・
現
在
、
戸
別
受
信
機
を

設
置
し
て
も
、
電
波
を
受
信

で
き
ず
、
戸
別
に
ア
ン
テ
ナ

を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
家

に
つ
い
て
、
今
後
も
ア
ン
テ

ナ
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

答
弁
・
工
藤
総
務
課
長

　

一
部
、
山
間
の
関
係
で
ど

う
し
て
も
電
波
が
届
か
な
い

所
が
出
る
よ
う
で
す
が
、
戸

別
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
箇
所
の

大
部
分
は
解
消
さ
れ
る
予
定

で
す
。

問
・
防
災
無
線
の
シ
ス
テ
ム

は
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
で
契
約
し
て
い
ま
す
が
、

審
査
講
評
と
し
て
３
点
掲
げ

て
い
ま
す
が
、
簡
単
で
よ
ろ

し
い
の
で
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

答
弁
・
工
藤
総
務
課
長

　

現
在
の
保
守
業
者
と
し
て

の
実
績
を
踏
ま
え
た
、
災
害

に
強
い
デ
ー
タ
通
信
機
能
が

強
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　

ま
た
、
職
員
の
負
担
軽
減

を
軸
と
し
た
提
案
が
さ
れ
て

い
る
こ
と
。
そ
し
て
最
後

に
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を

削
減
し
つ
つ
、
信
頼
性
と
機

能
に
優
れ
た
シ
ス
テ
ム
が
構

築
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
選
定
に
至
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

意
見
・
シ
ス
テ
ム
の
機
能
が

強
化
さ
れ
て
も
、
そ
れ
を
使

い
こ
な
せ
な
け
れ
ば
駄
目
で

す
。
そ
の
点
を
十
分
認
識
し

て
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
戸
別
受
信
機
に
録

音
で
き
る
な
ど
の
機
能
や
そ

の
操
作
方
法
に
つ
い
て
、
事

前
に
広
報
な
ど
で
十
分
周
知

し
て
、
住
民
に
行
き
渡
る
よ

う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

使
用
中
の
戸
別
受
信
機

は
、
令
和
３
年
３
月
以
降

（
予
定
）
使
用
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

　希望世帯には、
業者から日程調整
を行い、各ご家庭
を訪問し、無料で
設置します。

９月11日まで受信機
交換希望の有無を調査

※
詳
し
く
は
、
町
役
場
総
務

課
防
災
班
☎
72
―
２
１
１
１

（
内
線
２
９
９
・
２
１
５
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町内に現在設置されている屋外拡声子局

現在使用されている戸別受信機

佐藤　昭司議員

（ 6 ）

一般質問／町政に問う！

令和２年８月27日発行議会広報あじがさわ 第163号



い
じ
め
の
未
然
防

止
、
早
期
発
見
を

ど
の
よ
う
に

登
下
校
中
の
安
全

へ
の
対
策
は

い
じ
め
の
未
然
防
止
対
策
を
ど
の
よ
う
に

 

答
〈
情
報
を
共
有
・
連
携
し
て
取
り
組
む
〉

問
・
い
じ
め
の
実
態
を
把
握

す
る
た
め
、
い
じ
め
に
関
わ

る
児
童
生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
が
、
い
じ
め
の
未

然
防
止
対
策
に
ど
の
よ
う
に

努
め
て
い
る
か
、
伺
い
ま
す
。

答
弁
・
阿
彦
教
育
長

　

町
内
の
各
小
中
学
校
に
お

い
て
は
、「
い
じ
め
防
止
に

関
す
る
学
校
基
本
方
針
」
を

策
定
し
、
こ
の
基
本
方
針
の

も
と
、
い
じ
め
の
防
止
、
い

じ
め
の
早
期
発
見
等
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

こ
の
方
針
で
は
、
全
職
員

で
全
校
児
童
・
生
徒
を
指
導

す
る
こ
と
を
基
本
理
念
と

し
、
気
に
な
る
言
動
に
つ
い

て
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
の
日
常
の
観
察

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
い
じ
め
の
早
期
発

見
の
一
手
段
と
し
て
、
児
童

生
徒
へ
毎
月
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
、
そ
の
際
、
保

護
者
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
て
、
多
角
的
な
い
じ
め

の
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

ネ
ッ
ト
上
の
書
き
込
み
に
つ

い
て
も
調
査
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

い
じ
め
を
訴
え
た
児
童
・
生

徒
に
対
し
て
は
、
聞
き
取
り

を
す
ぐ
行
い
、
即
時
解
決
に

向
け
た
対
応
及
び
指
導
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。

　

い
じ
め
の
初
期
対
応
は
、

現
場
で
あ
る
学
校
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
事
案
が

発
生
し
た
場
合
は
、
学
校
か

ら
の
報
告
に
よ
り
、
教
育
委

員
会
で
も
情
報
を
共
有
し
、

必
要
に
応
じ
指
導
助
言
を

行
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
い
じ
め
に
対

す
る
万
全
の
体
制
を
整
え
つ

つ
も
、
い
じ
め
は
ど
こ
の
学

校
に
お
い
て
も
起
こ
り
得
る

と
い
う
危
機
感
を
持
ち
な
が

ら
、
児
童
生
徒
間
の
良
好
な

人
間
関
係
の
構
築
と
道
徳
教

育
を
中
心
と
し
た
心
の
教
育

を
確
実
に
行
い
、
い
じ
め
の

未
然
防
止
に
努
め
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
は
、
教
職
員
が
児

童
生
徒
、
保
護
者
と
の
信
頼

関
係
を
築
く
こ
と
も
、
未
然

防
止
の
た
め
に
は
必
要
不
可

欠
の
要
素
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
学
校
と
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

意
見
・
今
後
も
継
続
し
て
、

い
じ
め
の
未
然
防
止
、
早
期

発
見
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

問
・
猿
が
西
海
小
学
校
の
裏

山
に
来
た
り
、
近
く
の
民
家

の
畑
の
野
菜
を
食
べ
た
り
と
、

通
学
児
童
に
危
害
を
加
え
な

い
か
心
配
で
す
。

　

対
策
を
考
え
て
い
る
か
、

伺
い
ま
す
。

答
弁
・
阿
彦
教
育
長

　

西
海
小
学
校
付
近
の
猿
の

出
没
は
、
５
、６
年
前
か
ら

頻
繁
に
な
っ
た
こ
と
を
承
知

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
対

策
、対
応
と
し
て
は
、猿
出
没

の
連
絡
を
受
け
た
場
合
は
、

ま
ず
、
警
察
に
連
絡
す
る
。

そ
し
て
、
学
校
教
育
課
職
員

が
現
地
に
向
か
い
、
通
学
路

の
安
全
確
保
等
に
努
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
農
林
水
産
課

に
所
属
し
て
い
る
鳥
獣
被
害

対
策
実
施
隊
に
協
力
を
求

め
、
子
ど
も
た
ち
に
被
害
が

出
な
い
よ
う
、
猿
の
群
れ
の

監
視
等
を
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
農
林
水
産
課
の

協
力
を
得
な
が
ら
対
応
を
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
町
で
は
、
地
域
と

と
も
に
あ
る
学
校
、
い
わ
ゆ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
制
度
導
入
に
つ
い
て
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
地
域
住
民
と
の
協
働
に

よ
る
学
校
運
営
の
一
環
と
し

て
、
児
童
の
登
下
校
時
に
お

け
る
猿
被
害
防
止
の
た
め
、

地
域
住
民
の
方
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
見
守
り
活

動
な
ど
も
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

意
見
・
児
童
の
集
団
登
下
校

に
つ
い
て
も
、
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
の
で
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

今　勝義議員

畑の野菜を食べる猿

役場前から西海小学校までの道路のようす

（ 7 ）
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議員管内
行政視察

新
庁
舎
建
設
現
場
な
ど

�

町
内
３
カ
所
を
視
察

　

６
月
10
日
、
議
員
12
名
が
参
加
し
、
管
内
行
政
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

視
察
場
所
は
、
令
和
３
年
３
月
完
成
予
定
の
新
庁
舎
建
設
現
場
・
新
庁
舎
完
成
に
あ
わ

せ
整
備
さ
れ
て
い
る
町
道
鳴
戸
ヶ
丘
線
道
路
改
良
工
事
現
場
・
令
和
２
年
８
月
末
完
成
予

定
の
保
育
所
等
整
備
事
業
現
場
の
３
カ
所
で
、
加
藤
隆
之
副
町
長
、
工
藤
章
彦
総
務
課
長

が
同
行
し
、
担
当
か
ら
現
状
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

◆
新
庁
舎
建
設
現
場

（
旧
鰺
ヶ
沢
第
一
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
建
設
中
で
令
和

３
年
３
月
に
完
成
予
定
の
新

庁
舎
建
設
現
場
）

　

現
場
の
入
口
で
施
工
業
者

か
ら
配
布
さ
れ
た
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
装
着
し
、
担
当
課
・
施

工
業
者
か
ら
の
説
明
を
受
け

た
後
、
鉄
骨
建
方
が
完
成
し

た
内
部
を
１
階
か
ら
２
階
ま

で
視
察
。
防
災
備
蓄
倉
庫
棟

や
車
庫
棟
建
設
予
定
地
を
前

に
、
施
工
業
者
か
ら
状
況
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

◆�

町
道
鳴
戸
ヶ
丘
線
道
路
改

良
工
事
現
場

（
新
庁
舎
完
成
に
あ
わ
せ
て

整
備
さ
れ
て
い
る
消
防
庁
舎

裏
手
を
通
り
国
道
１
０
１
号

バ
イ
パ
ス
へ
つ
な
が
る
道
路

の
改
良
工
事
現
場
）

　

議
員
か
ら
は
「
湿
地
で
あ

る
の
で
、
後
々
水
が
出
て
き

た
等
と
な
ら
な
い
よ
う
万
全

に
整
備
し
て
ほ
し
い
」
と
担

当
課
へ
要
望
が
あ
り
ま
し

た
。

◆
保
育
所
等
整
備
事
業
現
場

（
社
会
福
祉
法
人
つ
く
し
会

が
建
設
中
の
保
育
所
で
、
令

和
２
年
８
月
末
完
成
予
定
の

事
業
現
場
）

　

こ
の
保
育
所
は
、
国
・

県
・
町
の
補
助
を
受
け
て
社

会
福
祉
法
人
つ
く
し
会
が
建

設
中
の
も
の
で
す
。
こ
の
日

は
、
つ
く
し
会
の
理
事
長
・

施
工
業
者
か
ら
建
物
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
り
、
８
月
末

完
成
に
向
け
、
進
む
工
事
の

様
子
を
外
か
ら
視
察
し
ま
し

た
。

　

旧
鰺
ヶ
沢
第
一
中
学
校
校

門
付
近
か
ら
消
防
庁
舎
裏
手

を
通
り
、
国
道
１
０
１
号
バ

イ
パ
ス　

西
北
地
域
県
民
局

地
域
整
備
部
鰺
ヶ
沢
道
路
河

川
事
業
所
入
口
付
近
に
つ
な

が
る
道
路
。

新庁舎内１階から２階へ向かう議員

町道鳴戸ヶ丘線道路改良工事現場前

保育所等整備事業現場前 国道101号バイパス側からの工事現場

保育所等整備事業現場外観

新庁舎建設現場前

（ 8 ）

管 内 行 政 視 察
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議　員
研修会

県下町村議会議員研修会�
� 「これからの政局・政治展望」

　

７
月
９
日
、
リ
ン
ク
モ
ア

平
安
閣
市
民
ホ
ー
ル
（
青
森

市
）
に
お
い
て
県
町
村
議
会

議
長
会
主
催
の
県
下
町
村
議

会
議
員
研
修
会
が
行
わ
れ
、

町
議
員
７
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

こ
の
研
修
は
毎
年
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
今
年
は
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に

よ
り
感
染
症
対
策
（
マ
ス
ク

着
用
、
出
入
口
で
の
手
指
の

消
毒
、
座
席
の
間
隔
を
空
け

る
こ
と
）
を
行
い
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
テ
レ
ビ
番
組

に
も
出
演
し
著
書
も
多
い
、

政
治
評
論
家
の
有
馬
晴
海
氏

が
招
か
れ
「
こ
れ
か
ら
の
政

局
・
政
治
展
望
」
と
題
し
て

の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

有
馬
氏
は
、
自
身
の
議
員

秘
書
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

交
え
、
近
頃
話
題
と
な
っ
て

い
る
政
治
資
金
や
来
年
開
催

予
定
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
更

に
は
衆
議
院
解
散
・
総
選
挙

の
展
望
等
を
話
し
、
災
害
時

や
有
事
に
皆
で
支
え
あ
え
る

国
家
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

鰺
ヶ
沢
海
水
浴
場

�

安
全
祈
願
祭

わ
さ
お
を
偲
ぶ

�

～
思
い
出
は
ず
っ
と
胸
に
～

　

７
月
17
日
、
は
ま
な
す
公

園
に
お
い
て
鰺
ヶ
沢
海
水
浴

場
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、

議
員
11
名
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

議
員
を
代
表
し
神
孝
議
長

が
玉
串
奉
て
ん
と
挨
拶
を

し
、
毎
年
多
く
の
海
水
浴
客

が
訪
れ
る
は
ま
な
す
公
園
・

海
浜
公
園
の
期
間
中
（
８
月

23
日
ま
で
）
の
安
全
を
祈
り

ま
し
た
。

　

令
和
２
年
６
月
８
日
永
眠

し
た
秋
田
犬
わ
さ
お
を
偲
ぶ

会
が
８
月
９
日
、
日
本
海
拠

点
館
に
お
い
て
、
わ
さ
お
あ

り
が
と
う
実
行
委
員
会
主
催

に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
町

議
会
か
ら
は
神
孝
議
長
ほ
か

議
員
９
名
が
列
席
し
、
献
花

を
行
い
ま
し
た
。

　

同
館
で
は
わ
さ
お
を
偲
ぶ

写
真
展
（
８
月
30
日
ま
で
）

が
行
わ
れ
、
こ
の
日
も
町
内

外
か
ら
多
く
の
人
が
足
を
運

び
、
不
細
工
で
か
わ
い
い
わ

さ
お
の
写
真
の
数
々
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

コロナウイルス感染症対策を行った会場内

玉串奉てんを行う神孝議長

８月３日、表彰状を受け取った飼い主
菊谷忠光さん（左）と三村申吾県知事（右）

わさおに青森犬
けん

民
みん

栄誉賞

献花を行う神孝議長

わさおを偲ぶ写真展のようす

講演する有馬晴海氏

県下町村議会議員研修会ほか議員活動
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特集

購
入
者
の
立
場
に
な
り
、
体
に
い
い
農
作
物
を

�

栽
培
方
法
や
道
具
作
り
を
試
行
錯
誤

はつらつ
チャレンジャー

Vol.1　農業一筋63年

舞戸町

傳
でん

福
ぷく

　金
かね

光
みつ

さん
　つがる市館岡出身。結婚を機に鰺ヶ沢町に移
り住み、それ以来農業一筋63年。
　現在も市場や町内スーパー２ヶ所に農作物を
出荷している。農作物の栽培方法や天候・月
齢・潮の満ち引き等必要な知識を得るため、週
に２回の図書館通いをかかさない。

　今回から新たに、特集を「はつらつチャ
レンジャー」とし、元気に満ちた町民の
方々を取材していきます。
　初回は、舞戸町上野地区で長年農業に
従事されている傳福金光さんにお話を伺
いました。
　聞き手は菊谷忠光広報委員です。

Ｑ　
（
き
れ
い
に
整
え
ら
れ

た
自
宅
敷
地
を
前
に
）
広
い

敷
地
で
す
が
、
ご
自
分
で
手

入
れ
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す

か
。

Ａ　

敷
地
は
６
０
０
坪
（
１

坪
は
畳
２
枚
分
程
の
広
さ
）

程
あ
り
、
自
分
で
庭
木
の
せ

ん
定
や
手
入
れ
を
し
て
い

る
。
以
前
は
雪
囲
い
も
自
分

で
編
ん
だ
ム
シ
ロ
と
竹
を
組

合
わ
せ
て
行
っ
て
い
た
が
、

年
々
少
な
く
し
て
い
る
。

Ｑ　
（
手
作
り
の
農
作
業
道

具
の
数
々
を
前
に
）
こ
れ
は

全
部
手
作
り
で
す
か
。

Ａ　

立
っ
た
ま
ま
使
え
る
草

刈
り
鎌
や
農
作
物
に
液
肥
を

与
え
る
道
具
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
利
用
し
た
カ
メ
ム
シ
・

テ
ン
ト
ウ
ム
シ
捕
獲
器
、
エ

ゴ
マ
油
を
絞
る
搾
油
機
等
。

　

こ
れ
と
思
っ
た
ら
と
に
か

く
作
っ
て
み
た
く
な
る
。

　

子
ど
も
の
頃
は
工
作
が
得

意
で
は
な
か
っ
た
が
、
今
は

時
間
を
忘
れ
て
作
る
。
作
っ

た
も
の
は
人
に
あ
げ
て
し
ま

う
も
の
が
多
い
け
れ
ど
も
。

枚
分
程
の
広
さ
）程
に
作
付
。

収
穫
が
多
い
と
き
は
市
場

へ
、
そ
の
ほ
か
は
町
内
ス
ー

パ
ー
２
ヶ
所
の
産
直
コ
ー

ナ
ー
へ
出
荷
し
て
い
る
。
お

客
様
の
立
場
に
な
り
、
農
薬

を
使
わ
ず
に
作
っ
て
い
る
。

他
に
生
活
習
慣
病
等
の
予
防

に
い
い
と
言
わ
れ
て
い
る
エ

ゴ
マ
も
作
っ
て
い
て
、
こ
れ

も
農
薬
を
使
わ
ず
ゴ
マ
和
え

用
や
エ
ゴ
マ
油
（
精
油
は
茨

城
県
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
送
り

お
願
い
し
て
い
る
）
と
し
て

販
売
し
て
い
る
。

Ｑ　

健
康
の
秘
訣
は
。

Ａ　

や
は
り
自
分
で
作
っ
た

エ
ゴ
マ
油
を
毎
日
取
っ
て
い

る
か
ら
か
、
血
圧
も
安
定
し

て
い
る
。

Ｑ　

鰺
ヶ
沢
町
で
好
き
な
場

所
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ　

や
は
り
こ
の
上
野
地
区

が
好
き
な
場
所
。

Ｑ　

今
後
の
目
標
や
挑
戦
し

て
み
た
い
こ
と
は
。

Ｑ　

現
在
出
荷
し
て
い
る
農

作
物
は
主
に
何
で
す
か
。

Ａ　

こ
こ
４
～
５
年
は
、
ナ

ス
や
サ
ヤ
イ
ン
ゲ
ン
を
合
せ

て
３
０
０
坪
（
１
坪
は
畳
２

Ａ　

エ
ゴ
マ
の
栽
培
と
エ
ゴ

マ
の
良
さ
が
も
っ
と
広
が
る

と
い
い
。自
分
は
昭
和
50
年
か

ら
13
年
間
農
作
物
や
食
品
の

移
動
販
売
を
し
た
こ
と
も
あ

り
、
顔
見
知
り
が
多
い
。
皆

に
お
世
話
に
な
っ
た
の
で
、

そ
の
絆
を
大
切
に
頑
張
れ
る

し
、
感
謝
の
気
持
ち
は
常
に

忘
れ
な
い
。
体
に
い
い
エ
ゴ

マ
が
広
ま
り
、
皆
が
健
康
に

な
れ
れ
ば
い
い
と
思
う
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
栽
培
方

法
等
知
り
た
い
人
に
は
い
つ

で
も
教
え
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

自作のエゴマ油の搾油機（左）とカメムシ捕獲器（右）

ナス畑での収穫作業のようす

シソ科のエゴマ

特集　はつらつチャレンジャー
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